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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄

さ
れ
た
約
三
年
間
を
経
て
、
メ
ン
バ
ー
も

多
く
が
代
替
わ
り
し
て
戸
畑
区
の
主
任
児

童
委
員
会
も
「
主
任
児
童
委
員
と
は
何
ぞ

や
？
」
の
状
態
か
ら
の
再
出
発
で
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
戸
畑
区
は
市
内
で
も
一
番

小
さ
な
区
で
す
の
で
、
ど
の
地
区
も
隣
近

所
み
た
い
な
も
の
で
結
構
や
り
や
す
い
と

言
え
ば
や
り
や
す
い
地
域
で
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
小
さ
な
区
・
少
な
い
メ
ン
バ
ー

を
逆
手
に
と
っ
て
、
も
う
一
度
仲
間
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
恐
る
恐
る

懇
親
会
を
復
活
さ
せ
、今
年
６
月
に
は
『
と

ば
た
菖
蒲
ま
つ
り
』
に
コ
ー
ナ
ー
を
頂
い

て
出
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
は
一
年
を
通
じ
て
要
保
護
児

童
地
域
対
策
協
議
会
と
マ
ッ
チ

ア
ッ
プ
し
た
形
で
子
ど
も
家
庭

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
方
を
お
招
き

し
て
、
虐
待
等
の
生
々
し
い
実

例
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
今
年
は
、
児
童
虐
待
防
止

拠
点
病
院
の
先
生
を
お
招
き
し
て
被
虐
待

児
童
の
治
療
現
場
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
「
子
ど
も
食
堂
」

に
焦
点
を
当
て
、
N
P
O
法
人
と
し
て
活

動
し
て
お
ら
れ
る
方
を
お
招
き
し
て
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
私
た
ち
主
任
児
童
委

員
は
、
民
生
委
員・児
童
委
員
と
少
し
違
っ

て
文
字
通
り
地
域
の
子
ど
も
達
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の
情
報
を
ど
う

や
っ
て
手
に
入
れ
て
い
く
か
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
そ
う
で
し
た
が
、
こ
う
し

て
い
る
う
ち
に
も
私
た
ち
の
手
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
達
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
焦

る
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
一
つ
一
つ
、
以
前

の
形
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今

の
時
代
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
主
任
児

童
委
員
の
在
り
方
と
い
っ
た
も
の
を
皆
で

模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
地
区
は
約
１
７
０
０
世
帯
に
65

歳
以
上
の
年
長
者
の
方
が
１
４
５
０
名
、

75
歳
以
上
の
方
が
７
７
０
名
い
ら
っ
し
ゃ

る
地
域
で
す
。
皆
様
お
元
気
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
虚
弱
（
緊
急
時

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
）
と
い

わ
れ
る
方
も
、
65
歳
以
上
の
約
一
割
強
お

ら
れ
る
の
も
現
実
で
す
。

　
台
風
や
地
震
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て

も
、
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
よ
く
見

か
け
る
の
は
急
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る

土
砂
災
害
で
す
。
訪
問
や
ま
ち
の
行
事
等

で
年
長
者
と
お
会
い
し
、
お
話
し
し
た
時

に
「
若
松
は
災
害
が
あ
ま
り
な
く
て
い
い

所
だ
ね
」
と
話
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
防

災
意
識
に
対
し
て
希
薄
な
面
が
見
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
達
の
地
区
は
約
半
分
近
く

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
現
実
が
あ
る
こ
と
を
い
か
に
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
疑
問
に
感
じ

て
い
ま
す
。
実
際
に
平
成
30
年
の
豪
雨
災

害
で
私
た
ち
の
地
域
で
も
生
活
道
路
が
土

砂
崩
れ
に
よ
り
半
年
近
く
復
旧
が
進
ま
ず
、

住
民
の
方
々
が
不
便
を
強
い
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
協
や
社
協
と
い
っ
た
所
で
は
、
防

災
訓
練
や
防
災
会
議
が
機
会
あ
る
毎
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
本
当
に
隅
々
の
地
域
の
皆
さ
ま
に
行
き

届
い
て
い
る
の
か
、
い
か
に
地
域
の
皆
さ

ま
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る
か
…

自
治
会
や
ま
ち
協
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

民
生
委
員
で
あ
る
私
達
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
事
案
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
地

域
住
民
の
方
々
へ
の
訪
問
等
を
通
し
て『
災

害
は
何
時
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
』『
避
難

所
・
避
難
方
法
の
確
認
』
等
、
地
道
に
気

長
に
お
話
し
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
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令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
よ
り
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者

な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
見
守
り
を
中
心
と
し
た
地

域
福
祉
活
動
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
わ
が
国
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

の
人
口
構
造
の
変
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
な
ど
の
社
会
構
造
の
変
容
に
よ
り
ま
し
て
、
育
児
、

介
護
、
障
害
、
貧
困
、
ひ
き
こ
も
り
、
孤
独
・
孤
立
な
ど
多
様

な
課
題
へ
の
対
応
や
、
こ
れ
ら
が
複
合
化
し
た
課
題
を
持
っ
た

個
人
・
世
帯
へ
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
変
化
に
伴
い
、
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
日

頃
か
ら
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
、
支
援
の
必
要
な
人
に

寄
り
添
っ
た
対
応
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
確
保
を
念
頭
に
、
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
選
任
要
件
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
会
に
お
い
て
も
、
北
九
州
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

今
年
の
一
斉
改
選
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
に
向
け
て
、
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
心
よ

り
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

リ
セ
ッ
ト
か
ら
の
再
出
発
　

戸
畑
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

主
任
児
童
委
員
会

髙
木
　
政
則

地
域
の
防
災
意
識
を

　
　
　
　
　高
め
る
た
め
に

若
松
区
修
多
羅
地
区

　
　
　
　  

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長

委
員
長

山
本
　
三
司

A 

高
齢
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
世
帯
の
状
況
や
地
区
民
児
協
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、変
更
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
の
で
、ま
ず
は
行
政（
保
健
福
祉
課
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Q 

世
帯
数
な
ど
の
変
化
に
と
も
な
い
、
担
当
地
区
割
を
変
更
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

支え合う
　住みよい社会

　地域から

令和６年度 北九州市民生委員児童委員大会
日程：令和６年１１月２９日（金）　　場所：J:COM北九州芸術劇場大ホール

北
九
州
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
中
杉
　
長
男

（
小
倉
北
区
）

去
る
11
月
29
日
（
金
）、北
九
州
芸
術
劇
場
ホ
ー
ル

に
て
令
和
６
年
度
北
九
州
市
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
八
幡
東
区
が
当
番
区

と
し
て
、
大
会
の
進
行
や
会
場
設
営
、
誘
導
等
を
行

い
、
市
内
か
ら
多
く
の
民
生
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
大
庭
副
市
長
お
よ
び
本
田
副

議
長
か
ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
表
彰
に
お
い
て

は
受
賞
者
２
１
０
名
と
１
地
区
を
代
表
し
て
、
九
州
社

会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
岩
谷
ま

ゆ
み
氏
（
八
幡
東
区
大
蔵
地
区
）
が
代
表
謝
辞
を
務
め

ま
し
た
。

続
く
第
２
部
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

に
じ

い
ろ
C
A
P
の
重
永
侑
紀
代
表
理
事
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
”生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
“
と

思
え
る
社
会
に
」と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
ら
の
子
ど
も
時

代
の
話
を
通
し
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
達
と
関
わ
っ
て
い
く

か
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
ご
教
示
い
た
だ

き
、
盛
況
の
う
ち
に
大

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
春
の
ご
挨
拶

し
げ 

な
が

ゆ  

き岩谷まゆみ氏による代表謝辞

式典の様子 講師　重永 侑紀
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♬第40回リレーエッセイ

次回は、若松区の民生委員・児童委員さんです。お楽しみに♥

小
倉
南
区
朽
網
地
区

　 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
広
報
委
員（
八
幡
西
区
）

　
　
　
　
　
　  

　  

野
中
　
悦
子

会
長
　
深
田
　
清
司

編
集
後
記

　「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
は
、
宮
崎
県

日
向
市
発
祥
の
豊
作
、
商
売
繁
盛
を

願
う
踊
り
で
す
。
そ
の
踊
り
を
我
が

朽
網
の
日
豊
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
老
人

会
が
、
機
会
あ
る
ご
と
に
披
露
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
度
、
朽
網
小
で
福

祉
体
験
な
ど
を
行
っ
た
ウ
ェ
ル
ク
ラ

ブ
生
に
、
て
い
ね
い
に
伝
授
願
い
、

か
わ
い
い
小
学
生
た
ち
は
、
朽
網
縁

日
な
つ
ま
つ
り
、
４
回
に
わ
た
る
校

区
敬
老
会
、
朽
網
文
化
祭
で
２
回
の

計
６
回
、「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」
を
地

域
の
人
に
初
見
参
し
ま
し
た
。
私
も

小
学
生
に
交
じ
っ
て
、
踊
り
の
練
習

を
し
た
の
で
す
が
、
何
せ
70
の
手
習

い
、
小
学
生
の
上
達
の
早
い
の
に
驚

き
ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
は
、
学
校

の
体
育
大
会
で
ダ
ン
ス
競
技
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
た
り
と
、
体
を
動
か

す
こ
と
に
は
抵
抗
が
な
い
よ
う
で
す
。

一
番
下
手
く
そ
な
私
が
、
な
つ
ま
つ

り
で
、
し
ん
が
り
に
つ
い
て
法
被
に

お
面
を
か
ぶ
り
踊
る
姿
を
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
我
な
が
ら
お
笑
い

草
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
踊
り
の
練

習
を
通
し
て
地
域
の
高
齢
者
と
子
ど

も
た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
朽
網
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
」
を
校
区
の
さ
さ
や
か
な
伝
統

と
し
て
続
け
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
巳
年
、
蛇
の
抜
け
殻

を
財
布
に
入
れ
る
と
縁
起
が
い

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
脱
皮

を
す
る
事
か
ら
「
復
活
と
再
生
」

を
連
想
し
ま
す
。
日
本
中
で
起

き
た
災
害
が
、一日
で
も
早
く
復

興
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
広
報
委
員
一
同
協
力

し
、
元
気
で
楽
し
く
活
動
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」

 

　
　in
朽
網

令和６年度 宮崎
大会全国民生委員児童委員大会特集 民生委員体験談 民生委員・児童委員インタビュー

〇永年、民生委員・児童委員として地域で活動されているお２人にやりがいや活動の秘訣、大切にしてきた思いなどのお話しを伺いました。

この大会は全国の民生委員・児童委員および民児協関係者の参加により開催され、今年度は本市から民生委員・児童委
員３７名と事務局が参加しました。
大会１日目は、式典、表彰、特別講義、大会宣言、アトラクションが行われ、本市からは優良地区民児協として小倉南区

の東朽網地区、功労者表彰に５名、永年勤続表彰に１２３名が表彰されました。
また、特別講義では、東京や台北、シリコンバレー等に支店を置き、宮崎県新富町で「きぐるみ制作会社KIGURUMI.BIZ」
を経営している加納ひろみ氏による講演がありました。自身がシングルマザーを経験し、女性が働き続けることのできる職
場環境づくりに早くから取り組まれています。「向こう側
の笑顔の前に、まずこちら側が笑顔になる必要がある」と
いう言葉など、自分自身が幸せであることの大切さを語る
加納氏の姿が強く印象に残りました。
大会２日目には、活動交流集会・シンポジウムも開催さ

れ、全国各地の活動事例の紹介と活動に関わる課題を通
して、今後の活動のヒントを学ぶ機会となりました。

特集 令和６年度 中堅民生委員・児童委員研修会
日程：令和６年１０月３１日　　場所：ウェルとばた３階　中ホール

日程：令和６年11月20日（水）～21日（木）　場所：シーガイアコンベンションセンター

九州大谷短期大学 教授 中村  秀一 氏　
なかむら しゅういち

中堅民生委員・児童委員としての役割や、対人支援等の方法を学ぶことを目的とした研修会を就任２期目の民生委
員・児童委員を対象に開催しました。
今回は、106名の委員の参加があり、「民生委員・児童委員の対人支援における考え方とその方法」と題し、昨年に引

き続き、九州大谷短期大学 幼児教育学科 教授の中村先生にご講演をいただきました。
100分の講義の中で、民生委員法の内容から信頼関係のつくり方や社会福祉協議会の活動等について幅広くお話さ

れました。中でも、民生委員・児童委員、主任児童委員は、多様化・複雑化する生活課題を発見し、そのニーズをつなぐ
役割があること、また、住み慣
れたまちで安心して暮らしてい
くためには、民生委員・児童委
員だけが抱え込むのではなく、
地域住民がみんなで支え合う
ことが重要であると熱く話さ
れ、参加者が勇気づけられる有
意義な研修会となりました。

熱心に受講する２期目の民生委員・児童委員

子どもが３人おり、幼稚園・小中高とずっとPTA
活動に携わってきたつながりの中で、民生委員・児

童委員（以下、民生委員）に推薦されたのがきっかけです。推薦された当初は、子どものことについて何か困りごと
を相談される仕事というイメージはありましたが、具体的に何をしているのか、実はよくわかりませんでした。

民生委員・児童委員の活動をはじめたきっかけ

やりがいって難しいですね。ひとことで「これです！」というのはないです（笑）。けれど
も、長くやってこられたのは、地域の現状、これを放っておけないということを知ってし

まったからには、何かお役に立てばいいかなと思ってやってきました。それが長く活動を続けることができた秘訣だ
と思います。
また、近所の一人暮らしの高齢者の方がその息子さんに「馬場さんは民生委員。何かあったら頼っていい」と言わ
れたと私を頼ってきてくれました。いまの時代に公然と人から頼まれる存在でよかったと思います。

活動のやりがいは

印象に残ったことは２つあります。一つは、母親のネグレクトで小学生の子どもが祖母のお世話を必要
以上にさせられていたケースで、いまで言うヤングケアラーの事案です。区役所の子ども家庭相談コー

ナーの方とカンファレンスを何回も実施し、最終的に子ども総合センターにつなぐ支援ができました。
もう一つは、一人暮らしの高齢女性が「瓦が歪んでいるから直す」とか言って、法外な金額を悪徳業者に請求されていることを、その方の
友人から相談を受けた案件です。本人を消費生活センターに連れて行き、クーリングオフの対応が間に合い、未然に詐欺まがいの行為を防
ぐことができたことです。いずれの案件も民生委員として、少しでもお役に立てたのではないかと思います。

印象に残った出来事は

私たち民生委員の活動の中では、とにかく緊急なことが
結構あります。訪問先の家の中で人が倒れているとか、連

絡がとれないとか。そういう時に、役員である自分のところへ相談の電話がかかってきたときには、現場にいる民生委員が一番不安なので
きちんとスピード感をもって早く対応してあげることを心がけています。

民児協役員（区役員）として活動の中で大切にしてきた思い

民生委員にならなかったら、知り合うことがなかった人たちに出会えたことは、すごく人生にお
いて幅が広くなったと思います。いいことも悪いことも、自分の人生にとって何かの糧になってい

る、無駄にはならない。この世の中の役立つことに関われるのは、すごく素敵なことだと思ってほしいですね。

後輩の民生委員へのメッセージ

主人が町内会長をしているときに、陰でお手伝い
をしていたのですが、そのこともあり、私に声がか

かったのがきっかけです。はじめは、その時の地区民児協の会長さんが「ちょっとお宅に伺ってお願いしたいことが
ある」と言われ家に来られたのですが、私はてっきり主人に用事があると思っていたんです。そしたら、私を民生委員
に推薦したいというお話でした。
主人も同席し、話をきいていましたが、「大変だろうけど、経験してみるのも、いい人生経験になるんじゃないか」と
勧めてくれ、引き受けることになりました。いまでは、民生委員の仕事がわかり、「普通のボランティアかと思っていた
けど大変な仕事だね」と言っています（笑）

民生委員・児童委員の活動をはじめたきっかけ

やはり命を救えたときですね。このまま明日明後日ぐらいまで放っておいたら、ご自宅
で亡くなっていたよねというようなことが、２０年間で３回ぐらい経験しています。区役所

の方に電話をし、何もかも段取りよく繋がってくれたから救えたと思います。その際に、周りの方が「民生委員さんに
連絡してよかったね」、「あんた助かったよ」と言う声を聞いた時に、私でも役に立ったんだなと感じていました。最初

は、訪問しても「必要ないよ」とか言われたり、戸も開けてくれなかったり、それでも名刺代わりのカードや付箋を貼って「お元気ですか」と一
言書いたりして、地域をまわった甲斐があったなとつくづく思います。

活動のやりがいは

まだ民生委員になって、訪問の要領もわからない最初の３年間で８件の孤独死等の案件に対応したことで
す。一人暮らしの高齢者や５０代の子どもが親の知らないうちに亡くなっていた案件をはじめ、自分の担当地

区で起こったのですが、警察とか消防の方とかとお話をしながら、ご家族に連絡するなど、わからないまま対応していました。やっぱり私た
ちでもお世話しようにも手の届かないところがありますが、主人
をはじめ家族の応援で乗り越えることができました。

印象に残った出来事は

他の地域の
民生委員の方

も一緒だと思いますが、パートなどで働かれている方が多いので、
近くの民生委員が働いている間に何かあれば、ほかの民生委員が
訪問や電話をするなどお互いでカバーするようにしています。近く
の民生委員に連絡が取れない時は地区会長の私に連絡してもらう
など、２段階の形で皆さん活動してもらっています。
民生委員活動が負担にならないように、カバーできる体制を心
がけています。家庭が無事であってこその民生委員活動だと思うの
で、定例会でも無理がないようにといつも声掛けしてやっています。

地区の活動の中で大切にしてきたこと

定例会などを通じて
しっかりコミュニケー

ションを取って欲しいですね。私がここまでできたのは、家族の応
援と周りの民生委員とよくコミュニケーションを取ってきたから。
ひとりで抱え込まないで報告してほしいです。地区の中にはベテラ
ンの民生委員もいるのでアドバイスしていただけると思います。

後輩の民生委員へのメッセージ

馬場 京子さん
（八幡東区槻田地区）
委員歴 23年

馬場 芳子さん
（八幡西区陣山地区）
委員歴 20年

式典の様子 参加者全員での集合写真
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は、訪問しても「必要ないよ」とか言われたり、戸も開けてくれなかったり、それでも名刺代わりのカードや付箋を貼って「お元気ですか」と一
言書いたりして、地域をまわった甲斐があったなとつくづく思います。

活動のやりがいは

まだ民生委員になって、訪問の要領もわからない最初の３年間で８件の孤独死等の案件に対応したことで
す。一人暮らしの高齢者や５０代の子どもが親の知らないうちに亡くなっていた案件をはじめ、自分の担当地

区で起こったのですが、警察とか消防の方とかとお話をしながら、ご家族に連絡するなど、わからないまま対応していました。やっぱり私た
ちでもお世話しようにも手の届かないところがありますが、主人
をはじめ家族の応援で乗り越えることができました。

印象に残った出来事は

他の地域の
民生委員の方

も一緒だと思いますが、パートなどで働かれている方が多いので、
近くの民生委員が働いている間に何かあれば、ほかの民生委員が
訪問や電話をするなどお互いでカバーするようにしています。近く
の民生委員に連絡が取れない時は地区会長の私に連絡してもらう
など、２段階の形で皆さん活動してもらっています。
民生委員活動が負担にならないように、カバーできる体制を心
がけています。家庭が無事であってこその民生委員活動だと思うの
で、定例会でも無理がないようにといつも声掛けしてやっています。

地区の活動の中で大切にしてきたこと

定例会などを通じて
しっかりコミュニケー

ションを取って欲しいですね。私がここまでできたのは、家族の応
援と周りの民生委員とよくコミュニケーションを取ってきたから。
ひとりで抱え込まないで報告してほしいです。地区の中にはベテラ
ンの民生委員もいるのでアドバイスしていただけると思います。

後輩の民生委員へのメッセージ

馬場 京子さん
（八幡東区槻田地区）
委員歴 23年

馬場 芳子さん
（八幡西区陣山地区）
委員歴 20年

式典の様子 参加者全員での集合写真
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報告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
翻
弄

さ
れ
た
約
三
年
間
を
経
て
、
メ
ン
バ
ー
も

多
く
が
代
替
わ
り
し
て
戸
畑
区
の
主
任
児

童
委
員
会
も
「
主
任
児
童
委
員
と
は
何
ぞ

や
？
」
の
状
態
か
ら
の
再
出
発
で
し
た
。

ご
存
じ
の
通
り
戸
畑
区
は
市
内
で
も
一
番

小
さ
な
区
で
す
の
で
、
ど
の
地
区
も
隣
近

所
み
た
い
な
も
の
で
結
構
や
り
や
す
い
と

言
え
ば
や
り
や
す
い
地
域
で
す
。
そ
こ
で

私
た
ち
は
小
さ
な
区
・
少
な
い
メ
ン
バ
ー

を
逆
手
に
と
っ
て
、
も
う
一
度
仲
間
た
ち

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
恐
る
恐
る

懇
親
会
を
復
活
さ
せ
、今
年
６
月
に
は
『
と

ば
た
菖
蒲
ま
つ
り
』
に
コ
ー
ナ
ー
を
頂
い

て
出
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
は
一
年
を
通
じ
て
要
保
護
児

童
地
域
対
策
協
議
会
と
マ
ッ
チ

ア
ッ
プ
し
た
形
で
子
ど
も
家
庭

相
談
コ
ー
ナ
ー
の
方
を
お
招
き

し
て
、
虐
待
等
の
生
々
し
い
実

例
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
今
年
は
、
児
童
虐
待
防
止

拠
点
病
院
の
先
生
を
お
招
き
し
て
被
虐
待

児
童
の
治
療
現
場
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
「
子
ど
も
食
堂
」

に
焦
点
を
当
て
、
N
P
O
法
人
と
し
て
活

動
し
て
お
ら
れ
る
方
を
お
招
き
し
て
ご
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
私
た
ち
主
任
児
童
委

員
は
、
民
生
委
員・児
童
委
員
と
少
し
違
っ

て
文
字
通
り
地
域
の
子
ど
も
達
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
、
ま
た
そ
の
情
報
を
ど
う

や
っ
て
手
に
入
れ
て
い
く
か
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
そ
う
で
し
た
が
、
こ
う
し

て
い
る
う
ち
に
も
私
た
ち
の
手
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
達
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
焦

る
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
一
つ
一
つ
、
以
前

の
形
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今

の
時
代
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
主
任
児

童
委
員
の
在
り
方
と
い
っ
た
も
の
を
皆
で

模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
地
区
は
約
１
７
０
０
世
帯
に
65

歳
以
上
の
年
長
者
の
方
が
１
４
５
０
名
、

75
歳
以
上
の
方
が
７
７
０
名
い
ら
っ
し
ゃ

る
地
域
で
す
。
皆
様
お
元
気
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
虚
弱
（
緊
急
時

一
人
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
）
と
い

わ
れ
る
方
も
、
65
歳
以
上
の
約
一
割
強
お

ら
れ
る
の
も
現
実
で
す
。

　
台
風
や
地
震
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て

も
、
昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
よ
く
見

か
け
る
の
は
急
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る

土
砂
災
害
で
す
。
訪
問
や
ま
ち
の
行
事
等

で
年
長
者
と
お
会
い
し
、
お
話
し
し
た
時

に
「
若
松
は
災
害
が
あ
ま
り
な
く
て
い
い

所
だ
ね
」
と
話
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
防

災
意
識
に
対
し
て
希
薄
な
面
が
見
受
け
ら

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
達
の
地
区
は
約
半
分
近
く

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
現
実
が
あ
る
こ
と
を
い
か
に
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
疑
問
に
感
じ

て
い
ま
す
。
実
際
に
平
成
30
年
の
豪
雨
災

害
で
私
た
ち
の
地
域
で
も
生
活
道
路
が
土

砂
崩
れ
に
よ
り
半
年
近
く
復
旧
が
進
ま
ず
、

住
民
の
方
々
が
不
便
を
強
い
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
協
や
社
協
と
い
っ
た
所
で
は
、
防

災
訓
練
や
防
災
会
議
が
機
会
あ
る
毎
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
本
当
に
隅
々
の
地
域
の
皆
さ
ま
に
行
き

届
い
て
い
る
の
か
、
い
か
に
地
域
の
皆
さ

ま
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る
か
…

自
治
会
や
ま
ち
協
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

民
生
委
員
で
あ
る
私
達
の
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
事
案
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
地

域
住
民
の
方
々
へ
の
訪
問
等
を
通
し
て『
災

害
は
何
時
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
』『
避
難

所
・
避
難
方
法
の
確
認
』
等
、
地
道
に
気

長
に
お
話
し
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
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令
和
７
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
、
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
よ
り
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者

な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ
の
見
守
り
を
中
心
と
し
た
地

域
福
祉
活
動
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
わ
が
国
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

の
人
口
構
造
の
変
化
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
な
ど
の
社
会
構
造
の
変
容
に
よ
り
ま
し
て
、
育
児
、

介
護
、
障
害
、
貧
困
、
ひ
き
こ
も
り
、
孤
独
・
孤
立
な
ど
多
様

な
課
題
へ
の
対
応
や
、
こ
れ
ら
が
複
合
化
し
た
課
題
を
持
っ
た

個
人
・
世
帯
へ
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
変
化
に
伴
い
、
私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
日

頃
か
ら
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
や
、
支
援
の
必
要
な
人
に

寄
り
添
っ
た
対
応
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
す
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
確
保
を
念
頭
に
、
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
選
任
要
件
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
し
、
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
会
に
お
い
て
も
、
北
九
州
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

今
年
の
一
斉
改
選
に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
誰
も
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
に
向
け
て
、
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・

ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
康
を
心
よ

り
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

リ
セ
ッ
ト
か
ら
の
再
出
発
　

戸
畑
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

主
任
児
童
委
員
会

髙
木
　
政
則

地
域
の
防
災
意
識
を

　
　
　
　
　高
め
る
た
め
に

若
松
区
修
多
羅
地
区

　
　
　
　  

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長

委
員
長

山
本
　
三
司

A 

高
齢
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
支
援
が
必
要
な
世
帯
の
状
況
や
地
区
民
児
協
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、変
更
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
の
で
、ま
ず
は
行
政（
保
健
福
祉
課
い
の
ち
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Q 

世
帯
数
な
ど
の
変
化
に
と
も
な
い
、
担
当
地
区
割
を
変
更
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

支え合う
　住みよい社会

　地域から

令和６年度 北九州市民生委員児童委員大会
日程：令和６年１１月２９日（金）　　場所：J:COM北九州芸術劇場大ホール

北
九
州
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
　
中
杉
　
長
男

（
小
倉
北
区
）

去
る
11
月
29
日
（
金
）、北
九
州
芸
術
劇
場
ホ
ー
ル

に
て
令
和
６
年
度
北
九
州
市
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
八
幡
東
区
が
当
番
区

と
し
て
、
大
会
の
進
行
や
会
場
設
営
、
誘
導
等
を
行

い
、
市
内
か
ら
多
く
の
民
生
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
大
庭
副
市
長
お
よ
び
本
田
副

議
長
か
ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
表
彰
に
お
い
て

は
受
賞
者
２
１
０
名
と
１
地
区
を
代
表
し
て
、
九
州
社

会
福
祉
協
議
会
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
岩
谷
ま

ゆ
み
氏
（
八
幡
東
区
大
蔵
地
区
）
が
代
表
謝
辞
を
務
め

ま
し
た
。

続
く
第
２
部
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

に
じ

い
ろ
C
A
P
の
重
永
侑
紀
代
表
理
事
を
講
師
に
お
招
き

し
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
”生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
“
と

思
え
る
社
会
に
」と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
ら
の
子
ど
も
時

代
の
話
を
通
し
て
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
達
と
関
わ
っ
て
い
く

か
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
ご
教
示
い
た
だ

き
、
盛
況
の
う
ち
に
大

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

新
春
の
ご
挨
拶

し
げ 

な
が

ゆ  

き岩谷まゆみ氏による代表謝辞

式典の様子 講師　重永 侑紀
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